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様式2-2地 区の概要

まどのはら地区(鹿児島県騒島市)都 市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定工化する指標 従前値 目標1直 評価値

大自標:結合運動公園くをよかぜの里)に集い「袴りと愛着をもてるふるさとづくり」の拠点の創造
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3地 域特産物を創造していくまちづくり
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まちの課題の変化

多目的広場の整備により、日頃の運動 スポーツを行いやすい環境や、集容性の高いスボーツイベントが開催てきる環境が整つたが、運動公□利用者の利便性の更なる向上にむけては操国も残されているため、今後、市民ニーズに対
はした既存のスポーツメニューの拡充に取り組む必要がある。

市道束牧之原線の一部整備により、歩行IE境が改善され、中心街としての魅力の向上につながつたが、まきのはら運動公国と連携のとれた商店街の活性化や運動公田へのアクセス性向上にはさらなる改善が必要である。

す民のこ助・スポーツを行う環境に対する満足度や日頃の週動 スポーツ頻度の改善が見られ、市民の健康増進に寄与した。

福山地区の思酢を主体とした観光資源に、市民ブールが整備されたことにより、レジャーの購力の向上につながつたが、観光レジャーの充実に向けたまきのはら運動公田と福山地区の回遊性向上には改善すべき課題が残されている。

今後のまちづくり
の方策

(破善策を合む)

まきのはら運動公田、市民プールの利用促進に向けたソフト事業の展開を図るとともに、運動公田利用者の公国内施披への適切な誘導や今後の利用者ニーズに対応した公国内施設の機能強化を図る。

連動公田と一体となつた取り組みを展開することにより、商店街の活性化を図るとともに、歩きやすい歩行環境の拡充とまきのはら運動公園との連続機能の強化を図る。

市民の健康増進密擁をさらに増進するための電境づくりを図る。

まきのはら運動公田と福山地区の市民ブール 観光資源が一体となつた集客性向上のための取り組みを図るとともに、まきのはら運動公園と福山地域の市民ブール、黒酢を主体とした卑客性の高い観光資源との回遊性の向上を図る。


